
 

 

 

 

「囲碁
い ご

」 

校 長
こうちょう

 和田
わ だ

 孝
たかし

 

 囲碁
い ご

は奈良
な ら

時代
じだい

からあります。白
しろ

と 黒
くろ

の 石
いし

を路盤
ろばん

の 上
うえ

に置
お
いて、互

たが
いに陣地

じんち
を 奪

うば
い

合
あ
う 思 考 力

しこうりょく
が 必 要

ひつよう
なゲームです。路盤

ろばん
の 縦 横

じゅうおう
の 黒

くろ
い 線

せん
が交差

こうさ
しているところを

目（め）と言
い
います。千 年

せんねん
以 上
いじょう

も 続
つづ

いて来
き
た囲碁

い ご
は、日 常

にちじょう
生 活
せいかつ

に 多
おお

くの囲碁
い ご

に由来
ゆらい

する言葉
ことば

を 残
のこ

しています。 

 １ 回
かい

のゲームを 対 局
たいきょく

といいます。 対 局
たいきょく

では、強
つよ

い 方
ほう

が 弱
よわ

い 方
ほう

に敬意
けいい

を 示
しめ

して、

先
さき

に 石
いし

を置
お
かせます。これを「 一 目

いちもく
置
お
く」といいます。 対 局

たいきょく
を有利

ゆうり
にするために、先

さき

を見据
み す

えて 石
いし

を置
お
くことを「布石

ふせき
」といい、 将 来

しょうらい
に 備

そな
える意味

い み
になりました。囲碁

い ご
では

最 善
さいぜん

の 石
いし

の置
お
き 方

かた
があります。これを「 定 石

じょうせき
」といいます。自分

じぶん
を有利

ゆうり
にするため

に、相手
あいて

に取
と
らせる 石

いし
を置

お
くことがあります。これを「捨

す
て 石

いし
」といいます。よく 考

かんが
えて

石
いし

を置
お
いても陣地

じんち
が 広

ひろ
がらないこともあります。無駄

む だ
な目

め
に 石

いし
を置

お
くことを「駄目

だ め
」とい

います。駄目
だ め

はよくない 状 態
じょうたい

の意味
い み

にも 広
ひろ

がり、「駄目
だ め

だし」という言葉
ことば

が生
う
まれました。 

 明治
めいじ

時代
じだい

に長 兵 衛
ちょうべえ

という青 果 店
せいかてん

を 営
いとな

む 人
ひと

がいました。囲碁
い ご

仲間
なかま

のお 客
きゃく

さんと

対 局
たいきょく

するときに、わざと負
ま
けてお 客

きゃく
さんを勝

か
たせました。青 果 店

せいかてん
が八百屋

や お や
と呼

よ
ばれて

いたことから、八百屋
や お や

の長 兵 衛
ちょうべえ

の不正
ふせい

行為
こうい

として、「八 百 長
やおちょう

」と言
い
われました。 対 局

たいきょく

の終
お
わりを 局

きょく
の 結

むす
びとして「 結 局

けっきょく
」といい、最後

さいご
を意味

い み
するようになりました。 

 さて、生徒
せいと

の 皆
みな

さんは日々
ひ び

の 学 習
がくしゅう

で 思 考 力
しこうりょく

を 高
たか

めています。 思 考 力
しこうりょく

はゲーム

だけでなく、料 理
りょうり

や 運 転
うんてん

、旅 行
りょこう

の 計 画
けいかく

、運 動
うんどう

等
とう

、生 活
せいかつ

のあらゆる場面
ばめん

で 応 用
おうよう

できます。たくさん 学
まな

びましょう。 
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合唱
がっしょう

コンクール 

１０ 月
がつ

２３ 日
にち

（ 木
もく

）ハミングホールにて 合 唱
がっしょう

コンクールが行われました。 各
かく

学 級
がっきゅう

は、日々
ひ び

の 練 習
れんしゅう

の成果
せいか

を 十 分
じゅうぶん

に出
だ
し切

き
ることができました。 観 客

かんきゃく

席 数
せきすう

の 関 係
かんけい

により各家庭
かくかてい

１ 名
めい

のみの 鑑 賞
かんしょう

となりましたが、 多
おお

くの保護者
ほごしゃ

に

ご 来 場
らいじょう

いただきありがとうございました。 

 

＜令和
れいわ

７年度
ねんど

 合 唱
がっしょう

コンクール結果
けっか

＞ 

金 賞
きんしょう

 ３ 年
ねん

Ｄ 組
ぐみ

   銀 賞
ぎんしょう

 ３ 年
ねん

Ａ 組
ぐみ

 

     ２ 年
ねん

Ａ 組
ぐみ

       ２ 年
ねん

Ｃ 組
ぐみ

 

     １ 年
ねん

Ｂ 組
ぐみ

       １ 年
ねん

Ｄ 組
ぐみ

 

ベストパフォーマンス 賞
しょう

 I組
ぐみ

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業
じゅぎょう

の様子
よ う す

 

1年 生
ねんせい

は、 中 学 校
ちゅうがっこう

で 初
はじ

めての家庭科
かていか

の 調 理
ちょうり

実 習
じっしゅう

に取
と
り組

く
み、「カレイの煮

に

つけ」を 作
つく

りました。 班
はん

の仲間
なかま

と 協 力
きょうりょく

し、 丁 寧
ていねい

に 調 理
ちょうり

を 進
すす

めていました。 

自分
じぶん

たちで 作
つく

った 料 理
りょうり

の 味
あじ

に、子
こ
どもたちは 嬉

うれ
しそうな 表 情

ひょうじょう
を浮

う
かべてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

I組
ぐみ

ではアラブ 首 長
しゅちょう

国
こく

連 邦
れんぽう

・ドバイ日本人
にほんじん

学 校
がっこう

との 交 流
こうりゅう

学 習
がくしゅう

を 行
おこな

い

ました。ドバイ日本人
にほんじん

学 校
がっこう

へ 海 外
かいがい

派遣
はけん

されている 先 生
せんせい

の 学 級
がっきゅう

と

オンラインでつながり、ドバイでの 生 活
せいかつ

についてのお 話
はなし

や、I組
ぐみ

の

生徒
せいと

からは、 修 学
しゅうがく

旅 行
りょこう

で 訪
おとず

れた 京 都
きょうと

や奈良
な ら

の 名 所
めいしょ

について

紹 介
しょうかい

し合
あ
い、 互

たが
いの文化

ぶんか
への理解

りかい
を 深

ふか
める 貴 重

きちょう
な時間

じかん
となり

ました。 

   

 



 

主
おも

な予定
よてい

 

３ 日
にち

（ 水
すい

） 三 者
さんしゃ

面 談
めんだん

 始
はじめ

  

４ 日
にち

（ 木
もく

） 三 者
さんしゃ

面 談
めんだん

 

５ 日
にち

（ 金
きん

） 三 者
さんしゃ

面 談
めんだん

 

８ 日
にち

（ 月
げつ

） 三 者
さんしゃ

面 談
めんだん

 

９ 日
にち

（火
か
） 三 者

さんしゃ
面 談
めんだん

 終
おわり

 

１５ 日
にち

（ 月
げつ

） 入 試
にゅうし

相 談
そうだん

日
び
 

１８ 日
にち

（ 木
もく

）I 組
ぐみ

マラソン 大 会
たいかい

 

１９ 日
にち

（ 金
きん

）I 組
ぐみ

マラソン 大 会
たいかい

（予備
よ び

日
び
） 

２４ 日
にち

（ 水
すい

）大掃除
おおそうじ

 給 食
きゅうしょく

終
おわり

 

２５ 日
にち

（ 木
もく

） 終 業 式
しゅうぎょうしき

 

２６ 日
にち

（ 金
きん

）～１ 月
がつ

７ 日
にち

 冬季
とうき

休 業
きゅうぎょう

日
び
  

 

 

部活動
ぶかつどう

・生徒
せ い と

の活動
かつどう

 

令和
れいわ

７年度
ねんど

「 税
ぜい

の 標 語
ひょうご

」 東 大 和
ひがしやまと

市 長
しちょう

賞
しょう

 

『 国
くに

を 動
うご

かす 音
おと

がする。 税
ぜい

はしずく みんなの手
て
で 集

あつ
まり 流

なが
れ 花

はな
を咲

さ
かす』 

 

令和
れいわ

７年度
ねんど

「 薬 物
やくぶつ

乱 用
らんよう

防 止 中
ぼうしちゅう

学 生
がくせい

ポスター」 

優 秀
ゆうしゅう

賞
しょう

  

詳 細
しょうさい

はこちらの QR コードから 

ホームページで 確 認
かくにん

できます 


